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要旨 ： コ ン ク リ
ー

ト圧縮強度約 40〜80N1  2
，横拘束鱗 伏醸 1400N！ 

2
皺 を用 し・た

正 方形断面を有す る RC 柱 の
一軸圧縮実験を行い ， 断面寸法が柱 の 圧縮破壊性状 に与 える影

響な どを考察 した。実験に は，
一

辺 200mm ， 柱長 さ600  の 小型 RC 柱か ら，
一

辺 450  ，

柱長 さ 1500  の 大型 RC 柱を用 い た 。 実験に よ り， 横拘束筋 か ら コ ア コ ン av −一一トに 与 え ら

れる横拘束圧が
一

定の場合，断面寸法 に関わらず，応カー塑性変位関係は
一定とな る こ とが確

認 され ， 圧縮破壊 エ ネ ル ギ
ー

を介した コ ン フ ァ イ ン ドコ ン ク リー トの平均化応カ
ー

ひずみ関係

を用 い る こ とによ り，小型 RC 柱か ら大型 RC 柱 まで の 実験結果 を再現で きる こ とを示 した 。

キーワー ド ： 高強度 コ ン ク リ
ー ト，

一
軸圧縮実験 ， 寸法効果 ， 圧縮破壊エ ネル ギ

ー

1．はじめに

　著者 らは，正方形断面 を有す る全 66 体 の RC

角柱 の
一軸圧縮 実験を実施 し

IX2）
， 参考文献 2）

で は ，
コ ン ク リ

ー
ト圧縮強度が 39．2〜 12SNtmm2 ，

横拘束筋降伏 強度nS　317・一一　142eNノ 
2
，横拘束筋

体積比が 2．2％まで の 範囲に ある RC 柱 に適用可

能な コ ン フ ァ イ ン ドコ ン ク リー トの 平均化応カ

ーひずみ関係 を提案し た
。 提案モ デ ル は ， 普通

強度か ら高強度まで の 構成材料 を使用 した RC

角柱に適用 可能で あ り， 圧縮破壊 エ ネル ギーに

よ り軟化勾配を規定 した こ とで ， 圧 縮変位 の 計

測 区間長 さが 異なる実験結果 の 再現 も可能 で あ

るな どの 特徴を有する。

　こ の モ デル で は ， 次 の 仮 定を用 い て い る。す

なわち，構成材料の 強度や横拘束筋量が 同 じ RC

柱が
一
軸圧縮 を受け る場合，圧縮強度発現後に

着 目点ま で に吸収 ・消費 され る塑性 変形 エ ネル

ギー
（応カー塑性変位 曲線下の 面積（単位 面 積当

た りの 圧縮破壊 エ ネル ギー
））は ，柱長さや 断面寸

法に 関わ らず 同 じ で ある と仮定 し て い る 。 こ れ

は，Nakarnura　and 　Higai3〕などによ り実施 された柱

長 さを パ ラメータ とす るプ レ
ー

ン コ ン ク リー ト

供試体 の
一

軸圧縮実験 の 結果 に 基づ い た もの で

あ る。従 っ て ，参考 文献 2）の モ デ ル を用 い れば，

計算上，任意の 諸元を有す る RC 柱 の 平均化応カ

ー
ひずみ 関係 を得る こ とが で きる。しか し，参考

文献 1），2）で用 い た実験供試体は ，全 て 断面 寸法が

250 ×250  ，柱長さが 750  で あり，こ の モ デ

ル の 断面寸法や柱長 さが異なる RC 柱 へ の適用性

は 検 証 され て い な い 。そ こ で ，断 面 寸 法 が

200mmx200mm ，柱長 さが 600  の 小型 RC 角

柱か ら ， 断面 寸法が 450  ×450  ，柱長 さが

1500  ま で の 大型 RC 角柱 の
一

軸圧縮実験を実

施 し
， 前記 の仮定 の 妥当性 な どを検証す る。

2．実験概要

2．1 供試体諸元

　実験供試体の
一
覧を表一1 に示す。また，配筋

状況の
一

例を図一1 に示す 。 供試体 の 破壊 が柱脚

部 と試験機 との 拘東部付近に集 中す る こ とを避

ける た め，供試体の 上 下端の 約 0．3D（D ：断面幅）

の 範囲 で は横拘束筋を密に 配筋 し た。

　各供試 体 には ， 図
一1に示す よ うに，供試体中

心位置にひ ずみゲージを 50  間隔 に貝占付した
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表一1　供試体諸元 の 一覧

横拘束 筋

供試 体名

コ ン ク リ
ー

ト

圧 縮強度 σ 二

（N 〆mm2 ）
臨1）

供 試 体 寸 法

（B × DXL ）

　（mm ）
’z）

軸方 向

鉄 筋
径

〔mm ）

間 隔

（mm ）

体 積比

（％ ）

降伏強度

（N ／mm2 ）

拘束

形状

　　P2
（N 劬 m2 ）

　　σ
‘‘

（N！mm2 ）

TFIB20 ・P43 ．9 （40） 200 ×200 ×600 5．1501471441 2．2266 ．4

TFlS2545 ．8（40） 250x250×750 6．455L491413 2．3662 ．3

TFIM35 −P43 ．9（40） 350x350xlO50 9．080L501407 2．4353 ．9

TFIB2045 ．8（40） 200×200x600 7．1951 ，581462 1．3854 ．1

TFIM3545 ．8 （40） 350x350x1050D6 ・8本

（SD295）

7．150L501462
田

2．7353 ．3

TFIL4543 ．9 （40） 450x450x1500 7．1401 ．461440 2．9148 ．7

TF2B2066 ．5（80） 200x200x600 7．1951 ．581462 1．2166 ．4

TF2S2572 、1（80） 250x250 κ750 6．4551491413 19475 ．0

TF2M3566 ．5（80） 350x35〔》x1050 7．150L501462 2．3072 ．6

TF2L4576 ．2 （80） 450x450 × 1500 7．1401 ．461440 2、2579 ．6
宰 1）括弧内の 数字は，目標圧 縮強度。 寧2）B ：断 面幅，Dl断 面 高 さ，　 L ：柱長 さ

異形 角型 ア ク リル 棒を埋 め込ん だ 。 なお ，こ の

各ひ ずみゲ ージ か ら得 られ る値を以降で は局所

ひ ずみ と 呼 ぶ 。こ の 測 定方法 は Nakamura 　 and

Higai3）が考案 した も の で あ り， 全 て の 局所ひ ず み

を積分 して得 られ る変位 は，変位 計に よ り測 定

され る 供試 体全 長変位（上 下 圧盤間距離 の 変化

量）に概ね
一

致する こ とを確認 して い る 。

　 実験因子 は，コ ン ク リ
ー

ト圧縮強度 と断面 寸

法で ある。実験時に 目標 と し た コ ン ク リ
ー

ト圧

糊 鍍 は 40N ノ 
2
お よび 80N！mm2 で あ る。表

一

1には ， テ ス トピース （φ100  ×200  ）3 本の材

料試験か ら得 られ た 圧縮強度 σ1の 値が 示 してあ

る 。 横拘束筋体積比お よび横拘束筋降伏強 度は ，

全 て の 供試体で ほ ぼ同程度 の 値 で あ る 。 なお ，

驃 圧糊 鍍 40N ／ 
2
の 供試体で は ， 小 池 ら

4）

の研究を参考に ，断面寸法が異なる供試体で横

拘束筋体積比 を等 しくする際に，り横拘束筋間隔

と横拘束筋径 を断面 寸法に比例 して変化 させ た

供試体（TFIB20 −P
，
　TFIS25

，
　TFIM35 ・P，以 下，比

例 ピ ッ チ供試体），ii）鉄筋径 を固定 し，横拘束筋間

隔 の み を変化 させ た供試 体（TFIB20 ，
　 TFIM35

，

TFIL45 ）を 用 意 し た。 目標圧 縮強度 80N 〆mm2 の

供試体 は，ii）の 考 え で 製作 し た。ただ し，　TF2S25

供試体 の み ，本研究 とは 別に 実施 して い る実験

結果 との 比較 にも使用す る こ とか ら，径 6．4  

の 横拘束筋を配筋 して い る。

異形 角型

ア ク リル 棒

配 筋状況

図 一t　載荷状況 （30MN 大型 載荷試験装置）

　表一1 に は
， 参考文 献 2）で 定義 した有効横拘束

圧 Peの 値も示 した a 　Peの 算定式を式（1）に示す 。

　　　　　　　 Pe＝丸ψ w み ・　　　　　　　 （1）

こ こ に ， A は横拘 束筋面積比，　f，．c は圧縮強度発

現時に横拘束筋に 生 じ る応力（式（2））で あり，ひず

み ゲージ の 値か ら算出 され た横拘束筋作用応力

f。．。，p との 比（kerp！fs．　c）の 平均は 1．08 ， 変動係数は

30％ で あ る
2）
。ま た ，keは 有効横拘束係数

5）
（式〔6））

で ある。

　　　　艸 一 68〔訓 ・ fny…

　　　　　　　σ 、o ＝O．85σ ：　 　 　 　 　 （3）

　　　　　 eco ＝0．0028 − 0．OOO8kb　　　　　　　　　　　（4）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 40
　　　　　　　κF − ≦ 1．0　　　　　　　 （5）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 σぐO

k・・1一Σ綴〕e−fi， ）（i一蓋〕／（・
− P −） 

こ こ に ， Esは横拘束筋の ヤ ン グ係数で あ り， σ 5は

円柱供 試体（iP　100x200mm ）の 材料試 験 よ り得 ら

れ る圧縮強度（N／mm2 ）で あ る 。
　wl は隣接する軸方

向鉄 筋間の 純間隔，s
’
は 横拘束筋間 の 純間 隔，　 bc

お よび ゴe は最外周に ある横拘束筋の 断 面幅お よ

び断 面高さ方向 の 問隔，Pc。 は コ ア コ ン ク リー ト

断面積に 対す る軸方 向鉄筋比 で ある。

　pe は横拘束筋か ら コ ア コ ン ク リ
ー

トに与 え ら

れ る横拘束圧 で あり， コ ン ク リー ト圧縮強度が

大 き く， 横拘束 筋体 積比 が 小 さい 供試 体で は ，

高 強度 な横拘束 筋 を用 い て も，そ の 降伏 強度 に

相当す る横拘束圧 が作用 しな い こ とを考慮で き

る 。 比 例 ピ ッ チ供試体で は ， keの値が
一

定 とな る

た め ，pt が概ね等 しい 結果 となる 。 参考文献 2）

で 提 案 し た モ デ ル で は ，構成材 料の 強度お よ び

pe が 同 じで あれ ば，断面 寸法に関わ らず，応カ

ー塑性変位関係が等 し い 結果 となる。3．2 などで

こ の仮定 の 妥当性 を実験的に検証す る 。

2．2 実験条件および測定項 目

　載荷には，10MN お よび 30MN 大型載荷試験

装置 を用 い た 。
30MN 大型載荷試験装置 を用 い た

載荷状況の
一

例を図
一1 に示 した 。 なお ， 予備実

験 と して ，同
一

諸元 を有す る RC 角柱 を製作 し，

両試験装置を用 い た
一

軸圧 縮実験を行 い
， 弾性

域か ら圧縮軟化 領域 まで，ほぼ 同じ荷重 一変位

関 係 が 得 られ る こ とを確認 し て い る。なお ，

30MN 大型試験装置 で 載荷を行 っ た供試体は，表

一1 の TFIL45 と TF2L45 の 2 体である 。

　載荷は ， （i）供試体全長の 平均ひずみ が 3％に達

す る ， （ii）荷重 が最大荷重の 10％ま で低 下する，

の い ずれか の条件に 該当 した時点 で 終了 した 。

測定項目は，荷重，供試体 4 側面 で測定 され る

供試 体全長 の 圧縮 変位 ， 横拘束 筋ひ ずみ ， お よ

び局所 ひ ずみ で ある。

なお ，表
一1 に示す供試 体は，15〜20  程度

の か ぶ り コ ン ク リー トを有す る 。 参考文献 1），2）

（a）TFIB20 −P

左 ：O．8σ cc 時 ／ 右　　　　　　05 σ
、c 時

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （o）TFIM35 −P

図
一2　比例 ピッ チ供試体の損傷状況

で は ，実験供試 体 と同形 状で 横拘束筋 を持た な

い 供試体（無拘束供試体）の
一

軸圧 縮 実験 も行 っ

て い る。こ こ で は ，こ の 無拘束供試体 の 平均化

応カー
ひずみ 関係 を参考に して，かぶ りコ ン ク

リ
ー

ト負担 分 の 荷重 を算出 し ， それ を全 荷重 か

ら差 し引 い た も の を コ ア 断面積で 除す こ とで ，

コ ア コ ン ク リー トの 作用応力 と した 。 なお ， 本

実験 と参考文献 1），
2）の テ ス トピース 強度の 違 い

を考慮 し
， 無拘束 供試体 の 平均化応カ

ーひ ずみ

関係 は修正 され て い る。

3．実験結果

3．1 破壊性状

　図
一2 は ，コ ン フ ァ イ ン ド コ ン ク リー トの 圧 縮

強度 σ cc
の 発 現後に，応力が O．8　a

、，
　，お よび O．5σ

．c

ま で 低下 した と きの 比 例 ピ ッ チ 供試体 の 損 傷状

況 の 写真で ある。供試体毎の 写真の 大 きさの 違

い は ，実際の 寸法比 に 対応 し て い る。

　図
一2 にも示 され るよ うに，断面寸法が大きい

RC 柱で は，かぶ りコ ン ク リー トの 剥落範囲が拡

が る こ とが観察 された。また，各供試体 に お い て ，

0．8σ
，e 時と O．5σ

．
時の損傷状況を比 較する と，断

面 寸法が小 さい 供 試体ほど ， かぶ りコ ン ク リ
ー

ト

剥 落範囲内 に あ る コ ア コ ン ク リ
ー

トの 損傷が激

し くなっ た。なお，0．5 σ
。。
以下 の 軟化領域に入る

と，
せ ん 断す べ り面 の 形成が 視覚的に確認 され る 。

　TFIL45 や TF2L45 の 大型 RC 柱 で は ，外周帯

鉄 筋 が隅角部 を支 点 と して 外側 には らみ 出 し，

供試体全長で 生 じ る圧縮変位 を柱長さで 除 し た

平均ひずみ が 2％近 くになると，中間帯鉄筋が破
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S 、
80

巨

髯・・

讐

TFIL45

横 拘 束筋 の は らみ 出 し　 0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0　　　0．Ol　　O．02　　0．03
▼： 中 間 帯鉄 筋 の 最 初の 破 断 　　軸ひずみ

　 図
一3　横拘束 筋 の は らみ 出 しと破断

尸
 
ξ
乙

　

図
一4　圧縮破壊 エ ネ ル ギーと塑 性変位

断 し，そ の後に 外 周帯鉄筋 も破断す る e 外周帯

鉄筋 の は らみ 出 しの 様子 を図
一3 に示す。小 型

RC 柱で は
，

一
部 の 帯鉄 筋間隔 に損傷が 局所化す

るた め，こ の よ うな帯 鉄筋 の 破断 は数段 で 生 じ

るの み で ある の に対 し，中間帯鉄筋 の は らみ出

し が大 きく，損傷領域が拡が る大型 RC 柱で は ，

多段にわた り帯鉄筋の破断が生 じる。

3．2 応カ
ー塑性変位 関係

　参考文献 2）の モ デ ル で は ，構成材料 の 強度お よ

び 有効横拘束圧 Pe が同 じ場合，図一4 で 示 され る

応カー変位 曲線下 の 面積 （｝fK圧 縮破壊 エ ネル ギ

ー
）お よび （加 を吸収す る破壊領域長さ らは 断面

寸法に関わ らず
一

定で あり，応カー塑性変位 煽4

関係は
一致すると仮定 してい る。そ の 妥 当性を検

証するため，まず，図一2 にも示 し た比例 ピ ッ チ

供試体 の 応カー塑性変位関係を求め た 。結果 を図

一5 に示す。なお ， 縦軸 の 応力 は各供試体の コ ン

フ ァ イ ン ドコ ン ク リ
ー

トの圧 縮強度 σ
、c （表

一1 参

照）で正規化 して い る 。 また ，図
一4 の直線 AB の

傾きは，式（7）か ら求め られる コ ン ク リー トヤ ン グ

曾 1

懲 O・8

Ei1
＼

0．5

袋

選
　 　 0
　 　 　 O　　　 　　　lO　　　　 　 20　　　 　　 30
　　　　　　　　 塑性変位δ、． 1

図
一5　断面寸法が塑性変形量に及 ぼす影響
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図
一6　供試体高 さ方向の 局所ひ ずみ 分布

係数 E
， を各供試体の 柱長さで除 して求めた。

　　　 E．− 3320V5：1・ 6900 　 　 　 （7）

　 図
一5 に示 され る通 り，断面

一
辺 の 寸法 が 200

  か ら 350  ま で大きくなっ て も試 （1）の横

拘束圧 peが等 しい 場 合，柱の 応カ
ー塑性変位関係

は 等し くなる こ と が 確認 され る 。
つ ま り， 図

一4

の （］fcは，断面寸法に関わ らず一定で ある と判断

され ，断面寸法 250  x250   ，柱長さ 750  

の 供試体形状の 実験結果の み に基づ き提案 した

参考 文献 2）の モ デル は ， 異 な る断面寸法を持 っ 部

材にも同様 に適用可能 で ある と推 察され る 。

　 図
一5 の 比 例 ピ ッ チ 供 試体 の 局所 ひ ずみ分布

を図一6 に 示す。こ れ は ，コ ン フ ァ イ ン ドコ ン ク

リー トの圧縮強度 σ 、、の発現後に，応力が 0．8 σ ，c

ま で 低下 し た 際の 供試体高さ方向の 局所ひずみ

分布 を示 して い る 。 図
一6 より，断面 寸法が大 き

くなる ほ ど、大 きな局所ひ ずみ が測定 され る領

域 は拡が っ て お り， 概観 か ら判断 され る損傷範

囲（図
一2）と概ね対応 して い る こ とが確認 され る。

一616一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

表一2　ひずみ進展領域で生 じる変形量

供 試体名
応 力低 下

　 レ ベ ル

ム80

（mm ）
颪

　　　　一
L80× ε

（mm ）

0．8σ毳 2500 ．04110 ．1
TFIB20 −P0

．5吃 2000 ，09519 、0

0．8σZ‘ 3000 ．03711 ．1
TFIS25

0．5 σ鹿 2500 ．07518 ．8

0．8 σ操 4500 ．02812 ．5
TFIM35 −P0

．5σ面 3500 ．05318 ．4

　次に ，局所ひ ずみ 分布 にお い て ， 応力 が O．8 σ 。、

また は ，0．5 σ ，，ま で 低下 した ときの ひ ずみ進 展領

域 の 長 さ L8。 お よびそ の領域内の 局所ひ ずみ の

平均値 i を求 め た 。結果 を表一2 に 示 す 。こ こ で ，

ひ ず み進 展領域 Lsoは，0．8 σ。c または O．5σ
．
まで

の 応力が 低下す る範囲で ，ひ ずみ進展 領域内 の

局 所ひ ずみ を積分 し て 求めた応カー塑性変位 曲

線下 の 面 積が ， 全て の 局 所ひずみ を積分 して求

めたそれ の 80％以上 とな る領域 の 長 さで あ る。

図
一6 に は，参考の た め ，0．8　acc ま で応力低下 し

た と き の Ls。の 値 を示 して い る。表一2 に 示 さ れ

る よ うに，図一5 の 応カー塑性変位δi． 1関係は供

試体の 断 面 寸法 に関わ らず一定で あるも の の ，

局所ひ ず みが進 展す る領域 の 長 さお よび そ の 領

域内 で 生 じて い るひずみ の 平均 値は ， 供試 体 の

断面寸法 に よ り大 き く異 な る。つ ま り，断 面寸

法 が大 きな RC 柱 で は ， 圧縮破壊 領域長 さが大 き

くなる
一

方 で ，そ の領域内 の 平均ひず み は 小 さ

く，逆に，断面寸法が小 さい RC 柱で は，小 さい

破壊 領域内で大きな平均ひずみ が生 じて い る。

し か し ， 塑性変位δin。1 を近似す る L80× r の 値は ，

断面寸法 に 関わ らず 同程 度 の 値 とな るため ， 図

一5 の ように，有効横拘束圧が等 しい 供試体で は，

応カ
ー

塑性 変位関係 が
一致す る結果 とな っ た。

　表一2 か ら推測 され るよ うに，破壊領域長 さ

Lp は断面 寸法 に依存 して 変化 してお り ， 参考文

献 2）の Lpの 算定式 の 見直 し が必 要で あ る 。 なお ，

参考文献 2）の モ デル で は ，圧 縮変位の 計測 区間

長 さ Lm （ひ ずみ の 平均化長 さ）を Lp 以 上 とすれ

ば，そ の 区間 内で 吸収 され る圧縮破壊 エ ネル ギ

ー
は，Lm の 大 き さに関係 な く

一定の 値 とな る 。

そ の た め，表
一1 の供試 体の 平均化応 カ

ー
ひ ず

み関係 を再現す る場合 に，Lm を供試体の 柱長さ

（＞Lp）とすれ ば ， 参考文献 2）の モ デ ル はそ の まま

適用で きる こ とに なる 。 Lpの 算定式 の 見直 し は

今後 の 課 題 と し ， 本研 究で は ， 参考文 献 2）の モ

デル を小 型 か ら大型 RC 柱に適用 し ， そ の 精度

を 検証す る。

4，小型
・
大型 RC 柱の実験結果の再現解析

4．1 平均化応カ
ー

ひずみ関係

　著者 らの コ ン フ ァ イ ン ドコ ン ク リ
ー

トの 平均

化応カ ーひ ず み 関係 は，圧縮強度点（eec，　 acc）と ，

横拘束筋 の 破 断やせ ん断す べ り面の 形成前 と見

なせ る点（Sso，　 O．5a
、。）の 2 点を与える こ とで 関数

形が決定 され る。応力上昇域は Fa価 s　and 　Shahの

の モ デ ル ，圧縮強度発現後の 軟化曲線は Cusson

and　PaUltreηの モ デル を用 い て い る 。

　 Occ と＆ c は有効横拘 束圧Peを用 い た 回帰式 か ら

算定す る 。 ε5。 は，図
一4 に定義した圧縮破壊 エ

ネル ギーGfcと圧縮変位 の 計測区 間長 さ Lm （＞Lp，

ひ ずみ の 平均化長 さ）を用い て 算定され ， Lm が大

きな供試体ほ ど6so は小 さくなり，平均化応カー

ひ ずみ 関係 の 圧 縮 強度発現後 の 軟化 勾 配 が 急 に

なる。参考文献 2）で は ，aec や e
。，，（加 の 回 帰式

を断面寸法が 250x250   ，柱長 さが 750   の 供

試 体 の み に基 づ き作成 して い た。 こ こ で は，3．2

に示 した 実験事実 に基 づ き ， 参 考文献 2）の モ デ

ル を用い て ，表一1 の 小型 RC 柱か ら大型 RC 柱

の 実験結果の再現を試 み る 。

4．2 一軸圧縮を受ける小型 ・大型 RC 柱の再現解析

　実験結果 と計 算結果 の 比 較 の
一

例 を図
一7 に

示すe 図一7 の横軸は ， 柱長 さに対す る平均ひず

みである。TF2B20 供試体の よ うに，実験結果 と

計算結果 に差が ある供試体 も含まれ るが ， それ

らの ば らつ きは参考文献 2）で 示 した 類似の結果

と同程度で あり，著者 らの モ デル は，断面 寸法（
一

辺 200  〜 450  ）や コ ン ク リー 旺 融 度（43，9

〜76．2N　／mm2 ）の 大きさに 関わ らず，横拘束筋 に よ

る横拘束 を受 ける コ ン ク リー
トの 平均化応カ ー

ひずみ 関係を再現できる こ とを確認 した 。
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　　　　　　 図一7　断面 寸法が異なる供試体へ の 提案モ デル
2）の 適用

5．ま とめ

　本研 究の ま と め を以下 に 示 す。

（1）横拘束筋か らコ ア コ ン ク リー
トに 与え られ

る横拘束圧 peが 等しい 供 試体 では ，断面寸法 に

関わ らず ，応 カ
ー

塑性 変位関係 は
一

致 し，圧縮

破壊 エ ネル ギーが等 し い こ と が実験的に示 され

た。なお ，応カー塑性変位関係が同 じで あ っ て

も，小型 RC 柱 で は，圧縮 強度発 現後 に ひ ずみ が

進展す る領域 の 長 さLs。が 小 さく，そ の 領 域内の

平均ひず み 互 が大 きくなる の に対 し，大型 RC 柱

で はそ の 逆が生 じて お り， それ らの供試体の局所

ひ ずみ分布は異なる。結果 と して，塑性変位 を近

似す る L80・ δの 値が 小 型 RC 柱と 大 型 RC 柱 で 概

ね等 し くなり，応カー塑性変位関係が 一致する。

（2）著者 らが提案 して きた平均 化応 カ
ー

ひ ず み

関係 を用 い る こ とに よ り， コ ン ク リ
ー

ト圧縮強

度（43．9〜76．2N1 
2
）に関わ らず，一軸圧 縮を受け

る小型 RC 柱か ら大型RC 柱の 圧縮破壊 性状 を予

測で きる こ とを確認 した 。

　なお，高強度 RC 柱 の 正負交番載荷実験の再現

解析に 提案 モ デ ル を用 い た結果な ど，提案 モ デ

ル を耐震解析に適用した事例は別 途報告す る。
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